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 キャッシュ・フロー計算書（ 直 接 法 ） 

（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで） 

Ⅰ　事業活動によるキャッシュ・フロー

  １．事業活動収入

    ①会費収入 704,800,000 - -

    ②事業収入 269,823,588 - -

    ③その他収入 5,102,032 - -

        事業活動収入計 979,725,620 - -

  ２．事業活動支出

    ①事業費支出 673,532,249 - -

    ②管理費支出 302,109,689 - -

        事業活動支出計 975,641,938 - -

           事業活動によるキャッシュ・フロー 4,083,682 - -

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

  １．投資活動収入

    ①住宅貸付金回収収入 1,890,000 - -

    ②退職給付引当預金戻入収入 28,685,225 - -

        投資活動収入計 30,575,225 - -

  ２．投資活動支出

    ①退職給付引当預金積立支出 2,056,684 - -

    ②退職年金積立金支出 15,645,551

        投資活動支出計 17,702,235 - -

           投資活動によるキャッシュ・フロー 12,872,990 - -

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

  １．財務活動収入

    ①借入金収入 0 - -

        財務活動収入計 0 - -

  ２．財務活動支出

    ①借入金返済支出 0 - -

        財務活動支出計 0 - -

           財務活動によるキャッシュ・フロー 0 - -

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額 16,956,672 - -

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 68,954,427 - -

Ⅵ　現金及び現金同等物の期末残高 85,911,099 - -

（注）資金の範囲　資金の範囲には、現金及び現金同等物を含めている。
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